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経営学と株式会社論
















































































































































































































か ｢市民社会 との調和か｣のせ めぎ合いのなか
に存在す る中途 半端 な制度 である といえる｡ こ
の ことを端的に表す のが､企業 の破綻 である｡
た とえば､1990年代後半か ら2000年初 めまで
株式会社 は､そ もそ も矛盾 を内包 した制度 で み られた銀行 の経営破綻 に よって､わか りやす
ある｡ はっき り言 えば､ ｢経済成長 の高度化 か｣ く説 明す ることがで きる｡銀行 も株式会社であ












(1)コーポレー ト.ガバナンス .企業社会責任 .企業倫理論の必要性
(出所)筆者作成｡
















































































































































































































































































































































































































































































24 国際経営論集 No.35 2008
を解明しようとしても解明する手段がないのに
も問題があった｡しかし､このような史的展開
および現代の制度を理論的かつ実証的に理解し
た上で､株式会社の弱点を指摘し､制度的問題
点を摘示する研究は､全くないと言っても言い
過ぎではない｡このような状態では､株式会社
後の新しい会社制度を論じることができない｡
私がこの研究を決意させたのは､2006年に施
行された会社法である｡この会社法は､今まで
経営学が培ってきた､企業経営に関する問題に
真っ向から反している部分が多い｡しかし､経
営学者は､その点について､全く批判をしよう
とせず､制度の説明に終始する｡このような状
態では､本稿において示した､株式会社後の姿
を提示する力がないのではないかと疑いたくな
る｡これを機会に経営学の本質に真正面から立
ち向かう必要がある｡
注
1逆に他の学問では､経営のようにわかりやすく
伝えることが困難であることが多く､難しく論を
説明することを意図的にしているのではないかと
すら感じることがある｡
2 もちろん､この発展段階は､企業経営が活発化
するにしたがって､高次元に発達することを意味
しており､今日では､第4段階にあるといっても､
第 1から第3の段階の各論をおろそかにしてはな
らず､第 1から第3の段階があってこそ､第4の
段階が存在するのだと捉える必要がある｡
3詳しくは､小島大徳[2007]第10章から第12章(172-
225貞)を参照のこと｡
4小島大徳[2007]
i-'小島大徳[2007]184頁.
Hしかし､これらの相互関係は､今まであまり研
究がなされていないことが残念である｡
丁株式会社制度を設計する者は､国会議員であり
法務官僚であり財界であるが､昨今の様々な事象
を検討すると､様々な利害がうごめき､理想的な
制度設計が目指されているかに疑問を持たざるを
得ない｡
H小島大徳[2007]256-258貢.
9小島大徳[2007]253-255頁.なお､ここでは経営
学と法学の融合学問分野として､新しい経営法学
を提言している｡
10社会的責任投資(SRI)は､財務的パフォーマンス
だけでなく､環境や企業倫理､企業の社会的責任
など-の取り組みに積極的な企業を選定し投資す
る行動のことである｡しかし､この社会的責任投
資が､企業のコーポレー ト･ガバナンス構築に役
立っことは少ないと言わざるを得ない｡なぜなら
ば､投資家は環境や企業倫理､企業の社会的責任
に大きな興味を抱くのではなく､最終的にパフォー
マンスに興味があるからである｡ そのため､仮に
環境や企業倫理､企業の社会的責任をしている企
業業績が低下したならば､投資家の投資行動がど
うなるかは､大体想像がつくであろう｡なお､日
本経団連が行っていた1%クラブと同様の性質で
あると考えられる｡
11市民社会による企業に対する抵抗権については､
小島大徳[2007]第10章(172-187頁)を参照のこと｡
12経営学を深く考察してくると､実践経営学と理
論経営学の2つに体系立てることができるであろ
う｡実践経営学とは､企業経営を通じて経験を基
礎とし経営科学を形作る｡また､理論経営学は､
社会のなかの企業とのバランスを高度に探求しな
がら企業の理論を形作るO他の科学としての学問
と経営学で相違するのは､この両者は実に複雑に
絡み合い､相乗効果を生みつつ､時には交わりな
がら経営学を作り上げていることである｡これは
経営学の特徴である同時に､経営学の大いなる難
問として立ちはだかる｡
"なぜならば､今日の大型企業不祥事などの企業
経営における負の側面は､株式会社の制度疲労と
時代とのミスマッチによって起こっているからで
ある｡
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